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資料１



１ 探究の時代と高大接続改革

２ 全学共通カリキュラムでの実施例（立教大学で）

３ 教職課程（教員養成課程）での実施例（慶應義塾大学で）

４ 課程外（カリキュラム外）での実施例（東京大学で）

５ まとめ：萎縮しない主体性の重要性

本報告の構成
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１ 探究の時代と高大接続改革
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幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等
の改善及び必要な方策等について（答申）」２０１６．１２．
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これからは・・・

「問題を解くsolve the problem」時代 から、

「問題を考えるthink about the problem」時代へ

探究の時代
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1877-1945 教育と学問の区別

1945-2019 （学問）教育と（学問）研究の分離（高校までは学習
、大学から研究）

2020- 教育と研究の結合、探究から研究へ 乳幼児期から中

等教育までの探究が、大学における研究の変革を促す、その
担い手としての研究的マインドをもった児童生徒を育てる。

大学教育の課題：高校までで培われた探究心を正解主義の
圧でつぶさない cf.NHK「不可避研究中」選挙に行こうの“圧”
がツラい!? ２０２０．１１．２７．放映

教育と研究の結合
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全学共通カリキュラム（→２）

教員養成課程（教職課程）（→３）

課外活動（→４）

以下では、報告者（小玉）が大学で担当している授業
や実践から、上記３点に該当する実施例を紹介する。

大学教育を改革する鍵
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２ 全学共通カリキュラムでの実施例（
立教大学で）
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９．２９ ガイダンス

１０．６ 衆院選と政治教育 グループごとのテーマ決め

１０．１３ 明推協の金井壮太さんの話

１０．２０ グループからの発表

１０．２７ 発表の振り返り

１１．１０ ハンナ・アレントと『全体主義の起原』

１１．１７ 「桐島、部活やめるってよ」とスクールカースト

１１．２４ 『あまちゃん』に見るアマチュアリズム

１２．１ 映画「ハンナ・アレント」をもとに市民のあり方を考える

１２．８ 高校生と政治について考えるテーマを議論する

１２．１５ 上記テーマについてどのような争点を設定するか考える

１．１２ 高校生（香蘭女学校）との交流、討論

１．１９ 同上

２０１７年度立教大学「シティズンシップを考える」
シラバス概要（小玉担当）
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香蘭女学校ホームページより
http://www.koran.ed.jp/topics/topicsarchives/20170128/
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２０１９年度の授業から 立教大学サービスラーニングセンターホームページより
https://twitter.com/rikkyo_rsl/status/1189354600274563073
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３ 教職課程（教員養成課程）での
実施例（慶應義塾大学で）
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学校カリキュラムの全体構造を、特別活動（教科外教育）の指導法、
総合学習の位置づけを視野に入れて説明し、その実践的な改革の
視点を示す。それによって、教育課程（カリキュラム）の意義及び編
成のための基礎的な知見を深め、教育課程を学校改革の不可欠の
構成要素として意識できるようにする。近代学校についての歴史的
、構造的な理解がそのための前提となる。学習指導要領改訂の方
向性を展望しつつ、１８歳選挙権の時代の政治的リテラシーやシティ
ズンシップをめぐる実践動向にも配慮し、カリキュラム・イノベーション
の方向性を考えることを課題とする。社会情勢の変化によってシラバ
スの内容を変更することもある。また、受講者をグループ分けし、グ
ループで分担して発表や模擬授業をしたり、グループでのディスカッ
ションをしたりすることを予定しているので、受講者の積極的な参加
を期待したい。

学校カリキュラム論（教育課程の意義及び
編成と特別活動の指導法）２０２０年度
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学生が行った授業案の報告事例
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授業案の概要

「党」に見立てた班分
け、班長(党首)決め

テーマ
の提示、
導入

議
論

各班に
よる発
表

投
票

開票
とま
とめ

＜最終目標＞

「首相」の決定
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４ 課程外（カリキュラム外）での
実施例（東京大学で）

18



社会的課題に果敢にチャレンジするリーダー人材の育成を目指し、
2017年にスタート。
協力自治体から学生に、地域における課題を提示。昨年の2019年
度は、11県（青森、山形、石川、福井、長野、三重、鳥取、島根、高
知、宮崎、鹿児島）15地域の課題について、学生が取り組んだ。
学生はチームを組み、投げかけられた課題に対して事前調査や活
動計画の立案等を行った後、地域の現場に入る。

そこで現状について身をもって体験・把握して大学へ戻り、課題解
決に向け、自ら考え、または知見を有する学内の教職員等の協力を
得て、その糸口を探る。

これらの事前調査、現地活動、事後調査を通じて、一年をかけて課
題解決への道筋提案を行う。

東京大学 フィールドスタディ型政策協働プログラム
専門知と地域をつなぐ架け橋に
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飼い慣らされない主体性

1 飼い慣らされない主体性を支える三要素
好奇心 他者に対するいい意味での警戒心のなさ 聴くちから

2 「上から目線」からの脱却

・課外活動なので、上からではなく斜めから社会を見ている層の
東大生をマグネット的に吸引するプログラムになっている。
・自治体と東大生という２つの層がつながることで想定外の関係
変容がもたらされることがこのプログラムの可能性
東大からの自治体変革 自治体からの東大変革 双方向性
・学生にとってのもう１つの帰る場所になっている。
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詳細は、小玉重夫教育学研究科教授／社会連携タスクフォース
体験型活動ワーキンググループ座長「フィールドスタディ型政
策協働プログラムとは何か」（https://fsi-event201017.org/）（2020
年10月17日 東京大学FSIバーチャルシンポジウム）を参照
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５ まとめ：萎縮しない主体性の重要性
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以上でみてきたような全学共通カリキュラム、教職課程、課外活
動を突破口にして、大学の研究教育の構造を高大接続改革の趣
旨に沿うものに変革する。

論争的な課題に果敢に取り組み（バーナード・クリックの｢争点を知
る｣）、生徒も教師も、それを前にしても萎縮しない。

正解主義の圧から解放され、答えのない問いと向き合う探究的主
体性を備えた市民の育成。

教職課程のコアカリキュラムに主権者教育の観点を盛り込む。

萎縮しない主体性を培う
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ありがとうございました。

To Be Continued・・・・・・
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